
Ⅱ．放射性同位元素管理部 
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、生物圏科学研究科、総合科

学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。これ

は東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務となっ

ている。また、浄化した後に放流したＲＩ排水が環境へ影響を与えていないことを確認するた

めに、定期的に環境水（下水と池水）の放射能測定をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。アイソトープ総合部門の教職員は各

種研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種研修

会等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして得た

情報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大学の

放射線利用における安全管理の向上に努めている。 

 平成２８年度は、国立大学アイソトープ総合センター長会議を当番校として開催し、全国の

放射線施設管理者と放射線安全管理等について情報交換をおこなった。また、放射線取扱主任

者の定期講習の講師にもなった。 

 
●全国関連 
◆第 40回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
期日：平成 28 年 6月 1日(水）～2日（木） 
場所：広島大学 学士会館 

 
◆日本放射線安全管理学会 第 13回 JRSM6 月シンポジウム 
期日：平成 28 年 6月 16日（木）～17 日（金） 
場所：東京工業大学 大岡山キャンパス 

 
◆大学等放射線施設協議会 平成 28年度 大学等における放射線安全管理研修会 
期日：平成 28 年 8月 30日（火） 
場所：東京大学 弥生講堂 

 
 

アイソトープ総合部門にある貯留槽 (左)と浄化設備 (右) 
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◆平成28年度放射線安全取扱部会年次大会（第 57回放射線管理研修会） 
期日：平成 28 年 11月 10日（木）～11 日（金） 
場所：鎌倉芸術館 

 
◆日本放射線安全管理学会 第 15回学術大会 
期日：平成 28 年 11月 30日（水）～12 月 2日（金） 
場所：岡山大学 創立五十周年記念館 

 
 
●地域関連 
◆放射線安全取扱部会 中国・四国支部 放射線業務従事者のための教育訓練講習会 
期日：平成 28 年 5月 13日(金) 
場所：広島大学 広仁会館 

 
◆放射線安全取扱部会 中部支部 放射線業務従事者のための教育訓練講習会  
期日：平成 28 年 5月 13日(金) 
場所：名古屋商工会議所 

 
◆放射線安全取扱部会 第 22回中国・四国支部主任者研修会 
期日：平成 28 年 9月 16日(金) 
場所：岡山大学 自然生命科学研究支援センター 

 
 
●その他 
◆放射線取扱主任者定期講習 
期日：平成 28 年 12月 16 日（金） 
場所：岡山 ピュアリティまきび 
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【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるため

に、三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響という

ことから、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所と

している。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認してい

る。測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ

線放出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の

測定には２πガスフローカウンタを用い、高エネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用

い、低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ／Ｌｉ半導体検出器を用いて測定している。また、

検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器を用いた測定にはサンプルを蒸発乾固させ

たものを測定用サンプルとしている。平成２８年度の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第９４回 Ｈ２８年 ５月２７日 Ｈ２８年 ６月２８日 異常無し 

 第９５回 Ｈ２８年 ８月３１日 Ｈ２８年１２月 ２日 異常無し 

 第９６回 Ｈ２８年１１月２４日 Ｈ２８年１２月２２日 異常無し 

 第９７回 Ｈ２９年 ２月２７日 Ｈ２９年 ３月２９日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。平成

２８年度の放流は以下のとおり。 

 処理済槽採水年月日     測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｈ２７年１０月１４日   Ｈ２８年 ２月１８日  Ｈ２８年 ７月２１日  ３２．４ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 

 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから放流されるＲＩ排水中のＲＩ濃度限度基準を遵守するため、東広島キ

ャンパスからＲＩ排水を放流可能な場所は当部門に限定されている。したがって、当部門では

他部局からＲＩ排水を受け入れている。平成２８年度のＲＩ排水の受け入れはない。 

 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

 法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各

事業所での焼却処理が可能である。 

平成２８年度は焼却炉が故障したため、焼却を行っていない。現在修理を依頼中である。 
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Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成２８年４月～平成２９年３月の平均) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２８年４月～平成２９年３月の平均) 

        単位はBq/cm2 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２８年４月～平成２９年３月の最大値) 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 0.04 0.02 0.01 

汚染検査室 0.02 0.02 0.01 

廃棄物保管室 0.25 0.05 0.01 

使用室 0.29 0.03 0.02 

単位はBq/cm2 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

 
 

測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h 

人が居住する区域 0.12 μSv/h 

管理区域境界 0.12 μSv/h 

貯蔵室 0.18 μSv/h 

廃棄物保管室 0.10 μSv/h 

使用施設 0.11～0.15 μSv/h 

代表的な使用室 0.12 μSv/h 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 0.0440 0.0232 検出限界以下 

使用室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
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◆ＲＩ保管量（平成２９年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq）  核種 個数 

放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 23 19465.142  Co-57 （密封） 4 2960.00 

C-14 （非密封） 25 162.995  Sn-119m （密封） 1 370.000 

P-32 （非密封） 9 2.938  Ra-226 （密封） 1 25.900 

S-35 （非密封） 1 0.061     

Cs-137 （非密封） 5 6.653     

W-181 （非密封） 1 0.000     

    

 

◆平成２８年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成２８年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

 

 

 

 
 
◆自主検査 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成28年11月21日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡、山崎、稲田（聡） 
結果：問題なし。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成29年3月13日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡、山崎、稲田（聡） 
結果： 管理区域内の壁に小さな亀裂がいくつか見つかったので、近日中に補修予定。英語での注

意事項の記載について検討することとした。水位計の更新を検討することとした。焼却炉

のメンテナンスを検討することとした。その他は問題なし。 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量 

可燃物 50L・ドラム缶 2 

難燃物 50L・ドラム缶 5 

非圧縮 50L・ドラム缶 1 

焼却型プレフィルタ 148L 1 

焼却型ヘパフィルタ 436L 1 

   

   

   

核種 購入件数 
放射能量 

（MBq） 

P-32（非密封） 14 499.500 

H-3 （非密封） 1 18500.000 
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2016年度	 アイソトープ総合部門を利用した業績集 

	

1. 大学等における放射線安全管理の実際	2016 年改訂版	
秋吉優史，磯野政広，井出利憲，稲田晋宣，奥田修一，小野俊朗，久下裕司，久保直樹，

小島周二，小嶋崇夫，坂口修一，佐藤信吾，柴田理尋，辻村智隆，中島	 覚，中村尚司，

西嶋剣一，野矢洋一，桧垣正吾，福士政広，桝本和義，松嶋亮人，松田尚樹，森川尚威，

渡部浩司	

アドスリー	(2016).	

 
2. Inter-Metallocene Cross-Coupling Reaction and Oxidation Study on Hetero Nuclear 

Bimetallocene Compounds including Fe, Ru and Os (Selected Paper) 
H. Yasuhara and S. Nakashima 
Bull. Chem. Soc. Jpn., 89, 1344-1353 (2016). 

 
3. 大学等における申請書等の作成マニュアル 2016年改訂版 
－放射線障害防止法関係法令に係る手続き－ 
伊藤伸彦，川本卓男，菊池	 透，齋藤	 直，佐治英朗，佐藤信吾，柴	 和弘，清水喜久

雄，中島	 覚，中村尚司，伴	 秀一，桧垣正吾，桝本和義，百島則幸，渡部浩司 
アドスリー (2016). 
 

4. THE FORMATION MECHANISM OF ASSEMBLED COMPLEXES BRIDGED BY 1,3–
BIS(4–PYRIDYL)PROPANE 
H. Dote, H. Yasuhara, and S. Nakashima 
Chem. J. Moldava, 11, 33-38 (2016). 

 
5. Oxidative C-C bond Cleavage Reaction of Biosmocene 

H. Yasuhara, R. Naguwa, and S. Nakashima 
Chem. Lett., 45, 848 (2016). 
 

6. Observation of radiocesium in seabed soil at the Notsuke Strait of the southern Okhotsk Sea 
derived from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
Y. Nabae, S. Miyashita, and S. Nakashima 
Radiation Safety Management, 15, 9-14 (2016). 
 

7. Mechanisms of solidification and subsequent embrittlement of dephosphorization slag used in a 
subtidal zone as an alternative to sea sand and prevention of solidification by adding dredged soil 
H. Yano, T. Okuda, S. Nakai, W. Nishijima, T. Tanimoto, S. Asaoka, S. Hayakawa, and S. 
Nakashima 
Clean Techn Environ Policy, DOI 10.1007/s10098-016-1110-6 (2016). 
 

8. A correlation between the transfer factor of radioactive cesium from soil into rice plants and the 
grain size distribution of paddy soil in Fukushima 
M. Tsujimoto, S. Miyashita, N. T. Hai, and S. Nakashima 



Radiation Safety Management, 15, 1-8 (2016). 
 
9. Computational study on Mössbauer isomer shifts of some organic-neptunium (IV) complexes 

M. Kaneko, S. Miyashita, and S. Nakashima 
Croatica Chemica Acta, 88(4), DOI: 10.5562/cca2746 (2016). 
 

10. Synthesis and Characterization of [Fe(NCCH3)6][cis-Fe(InX3)2(CO)4] (X = Cl, Br, I) 
Containing Two Terminal Indium Fragments 
M. Itazaki, M. Ito, S. Nakashima, and H. Nakazawa 
Dalton Trans., 45, 1327-1330 (2016). 
 

11. Critical role of the proton-dependent oligopeptide transporter (POT) in the cellular uptake of the 
peptidyl nucleoside antibiotic, blasticidin S 
Kitamura K, Kinsui EZ, and Abe F 
Biochim. Biophys. Acta., 1864, 393-398 (2017). 

 
12. Enhancement of Out-of-Plane Mobilities of Three Poly(3-alkylthiophene)s and Associated 

Mechanism 
D. Kajiya, T. Koganezawa, and K. Saitow 
The Journal of Physical Chemistry C, 120, 23351–23357 (2016). 

 
13. Performance of Si/PEDOT:PSS Hybrid Solar Cell Controlled by PEDOT:PSS Film Nanostructure 

N. Ikeda, T. Koganezawa, D. Kajiya, and K. Saitow 
The Journal of Physical Chemistry C, 120, 19043–19048 (2016). 
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D. Kajiya, T. Koganezawa, and K. Saitow 
SPring-8/SACLA Research Frontiers 2015, 116–117 (2016). 
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